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環 境 教 育 に お け る 評 価 基 準
A Study on Evaluation Standards in the Environmental Education
Ｉ。はじめに
近年，地球的規模での環境問題が深刻化し，その解
決が人類共通の課題となった。それにともなって環境
教育の重要性はしだいに増してきている。 このような
状況のもと単に危機的状況を認識するだけでなく，自
分たちの生活を見直し，各自が積極的に環境問題を解
決する指導方法が開発されねばならない。まず，著者
は，環境教育を次のように定義する。
匚環境教育とは，国民ひとりひとりが人間と環境 の
関わりについて正しい知識を もち，環境への配慮を欠
いた行動が，地球に重大な害を及ぼし人類の生存を危
うくするという認識を深め，環境を積極的に保全し向
上させるとともに，豊かな惑星地球を次の世代に引き
継ぐことのできる人間を社会全体で育成することであ
る。」
それではどのようにして環境問題解決のための指導
をおこなっていけばよいのだろうか。われわれは将来
のあるべき状況を想定し， そのために現在どのような
行動をとるべきかを考えなければならない。 著者は，
現在の行動と未来の状況を「原因＝結果」の関係でと
らえる“未来予測能力の形成”を“環境認識が深まる’
と呼び，そのための授業構成ならびに評価基準を研究
しようとする。
環境教育の指導方法について，危機的状況の認識の
させ方，自然への共感も含めた具体的な体験を通して
の指導に関する研究はすでにおこなわれている。しか
し，未来予測をふくめて環境認識の深まりを評価する
基準についての研究は充分ではない。本研究で明らか
にしようとする環境認識の評価基準は意義のあるもの
だと考える。
ｎ。環境認識を深める授業開発
環境認識が深まるとは，環境問題にたいする現状，
原因のみならず，将来の対策を含めて総合的に理解し
ていることをいう。著者は，それを未来予測能力の形
成と呼ぶ。本章では，環境認識を深めるための授業開
発について述べる。尚，本研究では，ゴミ問題に焦点
をしぼって論じていく。
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環境問題を解決するために次の３点を指導する。ま
ず，過去から現在における環境悪化の状況を認識させ
将来の状況を予想させる。次に，なぜ環境が悪化する
のかという根本的な理由をエントロピー理論をもちい
て理解させる。そして，複雑に絡み合った環境問題を
ときほぐし，有効な未来予測をおこなわせるために鍵
概念を指導する。
①現状の数的理解ならびに未来予想
’蝕師の剛さかけ 牛Ｍ内容（＊）と霖el点（・）
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図１　現状の数的理解ならびに末来予測の学習指導略案
経済学では，過去から現在へのトレントを方程式で
あらわし，その延長線を未来に延ばして状況を予想す
る。この方法をゴミ問題に応用する。
現在の増加率でゴミが増加するとすれば，将来どの
ような状況になるかを考えさせる。おそらく，それは
危機的状況を示すと考えられるので， そこから必然的-
に対策を考えなければならないという切迫感を生徒に
与えることができる。
本研究では，倍増所要期間を概算させる方法を用い
た。70 を年率で割ると倍増所要期間が概算できる。゛ 1）
指数計算は暗算では不可能であるが，この方法を用い
れば簡単にトレントをつかむことができる。
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また，個人の生活様式を変更するような未来予測を
おこなわせるために，全体量だけでなく「ひとり当た
り」という計算 もおこなわせた。このゴミを大量に出
す生活様式と人口増加があいまって，ゴミの全体量が
増加していることを理解させた。
さらに，行政などの社会的制度も考察させるために，
ゴミ処理費用の推移も扱った。ゴミ処理費用の増加も
著しい増加傾向がみられる。これも，行政だけにゴミ
問題をおしつけることの問題に気づかせることになる。
②エントロピー理論の導入゛2j
教師の働きかけ 学町内容（＊）と啻卮点（・）
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図２　エントロピー理論を導入する学習指導略案
次に，どうして人間はゴミを生み出してしまうのか
という根本的な原因を理解させるためにエントロピー
理論を導入する。最初にエントロピー理論をつかって
経済過程を説明したのはボールディングであった。彼
は，「生産は高いエントロピーをもつ屑を生み出すと
いう代償を支払って低いエントロピーの製品をつくり
あげる」と述べた。
簡単のため，エントロピーを「汚れ」と定義する。
そして，人間の社会活動を従来のように物を生産する
と考えるのではなく，資源を消費し，「汚れ」をつく
り出す活動であるととらえさせる。人間の社会活動に
よってつくり出された「汚れ」が自然の浄化能力を越
えると環境問題が発生するのである。
このようなエントロピー理論の導入により，人間の
社会生活がゴミを発生させることを認識させることが
できる。この認識が，必然的に発生するゴミをいかに
最小限にくいとめるか，いかに発生してしまったゴミ
を処理するかという未来予測につながっていく。
③未来予測のための鍵概念’3）
環 境 問 題 は ， 複 雑 に 絡 み 合 っ た 複 合 問 題 で あ る こ と
が 多 い 。 因 果 関 係 を と き あ か す た め に は ， 絡 み 合 っ た
●　　　　　　　　　　　●　　 ■　　　●。　　　　¶
糸 を と き ほ ぐ し て い か ね ば な ら な い 。
ゴ ミ 問 題 に お い て は ， 廃 棄 物 を 分 類 す る こ と が ひ と
つ の 鍵 と な る 。 廃 棄 物 を す べ て 同 じ よ う に 扱 っ て は 未
来 予 測 は 立 て に く い し ， か り に 立 て た と し て も 具 体 性
に 欠 け る 恐 れ が あ る 。 こ こ で は ， 廃 棄 物 を リ サ イ ク ル
で き る か 否 か で 分 類 し た 。 さ ら に リ サ イ ク ル で き る も
の を 再 資 源 化 可 能 廃 棄 物 と 土 壌 分 解 可 能 廃 棄 物 に 分 類
し た 。 そ し て 未 来 予 測 に 応 用 で き る 典 型 的 な 概 念 と し
て 本 研 究 で は ， 「 リ サ イ ク ル 」 ， 「 循 環 」 ， 「 規 制 」
を 取 り 上 げ た 。
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図３　鍵概念を指導する学習指導略案
Ⅲ。環境認識の評価基準
前章で述べたように環境認識を深めるための方策は
次の３点である。
①　現状の数的理解ならびに未来予想
②　エントロピー理論の導入
③　未来予測のための鍵概念
次の図は，これら３つがどのように環境認識を深め
るかを示している。。
図４は，左から右に過去，現在，未来と時の流れを
示している。また，この図は３層構造になっている。
第１層は過去から未来，第２層は現在と未来，第３層
は過去と現在を示している。
環境教育では，第３層の過去と現在の環境問題の因
果関係を認識するだけでは不十分であり，第２層の現
在の行動と未来の状況の因果関係を予測する能力の育
成をおこなわなければならない。このように第３層か
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ら第２層へと認識が移行することを環境認識が深まっ
たと呼ぶ。
現状の数的理解ならびに未来予想は
，第１層に示し
ている
。過去から現在へのトレントを実線，現在から
未来への予測を点線で示している
。実線のまま事態が
進行すると仮定して
，点線部分を予想するのである。
この作業により
，生徒は将来の危機的状況を予想する
ことになる
。この予想は，生徒に問題解決に向かう動
機を与えることにもなる。
エントロピ
理ー論は，第２腦と第３層のすべてを含
んで
，時の流れとともに進行していくものとして示し
ている
。砂時計は，砂が下まで落ちてしまえば，逆さ
まにして再び時をはかることができる
。しかし，われ
われを取り巻く現実は
，逆さまにすことのできない
砂時計のようなものである
。時の流れとともにエント
ロピ
はー増大し，いったん増大してしまった高エント
ロピ
はー再び低エントロピーに戻ることはない。この
原則は，未来予測を行わせるときに踏まえておかなく
てはならない。
未来予測のための鍵概念は
，図の第３層から第２層
に伸びる３本の太い矢印で示している
。この３つの鍵
概念は
，生徒が自由に未来予測を行う際にある種の制
限になる
。しかし，それは悪い意味での制限ではなく，
生徒の未来予測を有効なものにするためのものである。
第３層
第２層
第１層
湊竃
以上の説明から明らかなように
，未来予測を行わせ
るためには
，現状の数的把握と未来予想，エントロピー
理論
，鍵概念が指導されなければならない。これらを
受けて環境認識の評価基準を次のように設定する
。
評価基準①　ゴミ問題の現状を数的に把握できてい
るか。
評価基準②　数的根拠を示しながらゴミ問題の将来
の状況を予想しているか。
評価基準③　ゴミ問題の原因をエントロピー概念を
用いて理解しているか
。つまり，人間
の社会生活がある限りゴミが発生して
しまうということを押さえているか。
評価基準④　「リサイクル」「循環」『規制』といっ
た３つの鍵概念に基づいてゴミ問題の
具体的な対策（未来予測）ができてい
るか。
図４で示したように
，これら４点を押さえることに
より有効な未来予測をおこなわせることができる。
Ⅳ。授業分析
環境教育の授業展開としてはすでに優れた研究があ
る
。船橋小学校著『環境教育と体験学習』¨）や佐島群
巳・須田坦男編『「環境を見つめる」学習と方法』*5）
などである。これらの研究の優れた点として次の３点
があげられる。
①環境に関する基本的な知識・概念を子どもの発達
段階に応じて指導している。
②観察
，調査，実験，作業などの体験活動を通して
様々な能力を育成しようとしている
。
③地域の問題をとりあげ，実践活動として活かして
いる。
しかしながら
，著者の主張する未来予測能力の育成
ならびに環境認識の評価に関する点は不充分と言わざ
尹.燃∠ヤミ匸-一一一一回
図４　環境認識を深める授業モデル、
るを得ない。
著者は, 1990年６月に神戸市立御影工業高等学校電
気科２クラスならびに土木科１クラスにおいて前述の
授業をおこなった
。授業に先立ってプレテストをおこ
ない
，授業後にポストテストをおこなった。２つのテ
ストをこの４つの評価基準を用いて分析した
。分析結
果は次のとおりである
。尚，プレテスト受験者は114
名，ポストテスト受験者は98名であった。
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表１　授業分析結果
プレテスト ポストテスト
評価基膕工）
評価λ口V暝）
評f匐λ押旬
肚価肢点④
リサイクル
循環
規制
その他
1
1
9
179
15
7
8
159
91
87
72
324
93
46
71
134
Ｖ。結　　 論
著書のおこなった授業とその授業分析結果から次の
ことがわかった。
図４に示しだ 環境認識を深める授業モデル”によ
り生徒の未来予測能力 は向上したといえる。 それは，
未来予測の数が179 から324 に増加したことから明らか
であるＯ*6）その理由として次のことがあげられる。
評価基準①，評価基準②の分析結果から，数的に現
状を把握し将来の状況を予想させることによりゴミ問
題の危機的状況を認識させることができたといえる。
この認識が豊富な未来予測の基礎となった。
評価基準③の分析結果からエントロピー理論の指導
により，人間の社会生活がゴミを発生させてしまうこ
とを理解させることができたといえる。このことから，
発生するゴミをいかに処理するか，いかにゴミの量を
最小隕にとどめるかを考える未来予測につながった。
評価基準④の分析結果にみられるように３つ の鍵概
念を指導することにより，より未来予測が有効性をも
つようになった。
ポストテストを神戸市環境の「ゴミの減量と資源化
のための工夫と実践」に応募したところ，12 名のもの
が優秀賞を受賞したＯそのアイデアは『ゴミ減量＆資
源化アイデア集』に掲載され市民に配付された。
従来の環境教育の授業 は，最終到達概念として 匚環
境に対して望ましくない行為を規制する態度がとれる
ようにする」’7）「環境問題にかかわる多くの事例を収
集し，事実関係をとらえ，冷静な判断を下し，見通し
を立てることができるようになる」゛ 8）「身近な地域 の
環境に関心をもち，よい環境づくりに努力する」＊9）と
いったものがあげられている。しかし，その評価基準
は曖昧で，環境問題を解決する方向に向かっているか
否かを評価していなかった。この原因は，授業構成に
ある。本研究では，図４で示しだ 環境認識を深める
授業モデル”により従来の環境教育の不備を克服した
といえる。
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